
大学図書館の利用促進と
　　　　　　　　　　広報活動

１．新聞書評本の一括購入

２．大学図書館Webの
　　　　　　　ユニバーサルデザイン

３．ミニ・サーチエンジンの活用



本日の話題

1. 大学生の読書量の低下
� 新聞書評本の一括購入とその広報
　　　　事例報告 ； 桜美林大学図書館での試み

2. 大学図書館のWeb運営の増加
� Webのユニバーサルデザイン化

3. ネットワーク系情報の利用促進
� ミニサーチエンジンを活用したリンク集



１．新聞書評本の一括購入１．新聞書評本の一括購入

　　　平成　平成1313年私立大学図書館協会大会のテー年私立大学図書館協会大会のテー
マ「活字文化と大学図書館」でも指摘されてマ「活字文化と大学図書館」でも指摘されて
いるように、現代の学生は読書離れの傾向にいるように、現代の学生は読書離れの傾向に
ある。ある。

　桜美林大学図書館では、読書習慣が形成　桜美林大学図書館では、読書習慣が形成
されていない学生に対し、学習・研究に限らされていない学生に対し、学習・研究に限ら
ない幅広い資料を提供し、図書館利用を促進ない幅広い資料を提供し、図書館利用を促進
することを検討した。することを検討した。



桜美林大学の概要桜美林大学の概要

�� 桜美林大学　学科構成桜美林大学　学科構成
�� 文学部文学部
◎英語英米文学科◎英語英米文学科

◎中国語中国文学科◎中国語中国文学科

◎言語ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ学科◎言語ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ学科

◎健康心理学科◎健康心理学科

◎総合文化学科◎総合文化学科　　　　

�� 経済学部経済学部
◎経済学科◎経済学科

�� 経営政策学部経営政策学部
◎ﾋﾞｼﾞﾈｽﾏﾈｰｼﾞﾒﾝﾄ◎ﾋﾞｼﾞﾈｽﾏﾈｰｼﾞﾒﾝﾄ

�� 国際学部国際学部
◎国際学科◎国際学科

�� 短期大学部短期大学部
◎英語英文科◎英語英文科

�� 大学院大学院
◎国際学研究科◎国際学研究科

学生数　8,142名（平成15年）



計画概要（内容）計画概要（内容）

�� 書評本の活用書評本の活用
　親しみやすい新聞掲載書評本を一括購入して、　親しみやすい新聞掲載書評本を一括購入して、
利用者に提供する。利用者に提供する。

�� 業務システムの改善業務システムの改善
資料を迅速に提供するために業務システム全般資料を迅速に提供するために業務システム全般
を見直す。を見直す。

�� 広報活動の推進広報活動の推進
　　図書館　　図書館WebWebページに書店ページに書店WebWebの新聞書評覧をリの新聞書評覧をリ
ンクして資料の紹介に活用するなど、広報の多ンクして資料の紹介に活用するなど、広報の多
様化や速報化を試みる。様化や速報化を試みる。



図書館の概要（規模・構成）図書館の概要（規模・構成）

�� 図書館の構成図書館の構成
�� 同一校地内に資料形態別に三館同一校地内に資料形態別に三館

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（（ 利用スペースの限界利用スペースの限界 　新館建築予定あり）　新館建築予定あり）

�� 本館　　　　　　図書資料本館　　　　　　図書資料

�� 分館　　　　　　逐次刊行物資料分館　　　　　　逐次刊行物資料

�� メディア室　メディア室　 　視聴覚資料　視聴覚資料

　本館２１時、分館２０時までの夜間延長開館を実施

新宿サテライトキャンパスへのデリバリーサービスも実施



図書館の概要（図書館の概要（蔵書構成）蔵書構成）

�� 蔵書数（平成１５年）蔵書数（平成１５年）
�� 総冊数　総冊数　 約約４１万冊４１万冊　　　　

�� 和漢書　　　和漢書　　　約約3030万冊万冊（中国書　約（中国書　約2.72.7万冊万冊））

�� 洋書洋書 　　　　　　 約約1111万冊万冊

�� 雑誌雑誌 　　　　　　 約約3,0003,000タイトルタイトル

�� 新聞　　　　約新聞　　　　約5050タイトルタイトル

�� 視聴覚資料　約視聴覚資料　約3,0003,000点点

�� 蔵書の特徴蔵書の特徴
　　　中国研究やキリスト教関係の資料が比較的充実している。　　　中国研究やキリスト教関係の資料が比較的充実している。

�� 外部別置外部別置

　　　　　　　　所蔵スペースの関係で約１０万冊をキャンパス外に保管所蔵スペースの関係で約１０万冊をキャンパス外に保管　　　　



教員層と図書館員の意識の乖離教員層と図書館員の意識の乖離

　教員層からの学生の読書習慣育成への期待に対し　教員層からの学生の読書習慣育成への期待に対し

「学生の読書実態が不明」「学生の読書実態が不明」

「大学生は自立的に学習することが前提」「大学生は自立的に学習することが前提」

「図書館を利用する授業方法に改善してほしい」「図書館を利用する授業方法に改善してほしい」

「学習図書館機能の重視」「学習図書館機能の重視」

　　　　　　　　大学図書館職員側の意識　　　　　　　　大学図書館職員側の意識
石川　亮　『「生涯いつでも豊かな読書」の活動へ大学図書館も参加を』　より



学生の読書実態についての調査学生の読書実態についての調査

�� 学校読書調査（一ヶ月当たり）　学校読書調査（一ヶ月当たり）　

　　　　小学生　　　　小学生6.16.1冊冊
　　　　中学生　　　　中学生2.12.1冊冊
　　　　高校生　　　　高校生1.31.3冊冊

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（（毎日新聞　学校読書調査　毎日新聞　学校読書調査　20012001））

　　　　　　　　

大学生大学生5.45.4冊（講義関係冊（講義関係2.52.5冊　他冊　他2.92.9冊）冊）
　　　　　　　　　　　　（　「大学生と読書」を考える会　　「学生読書調査」（　「大学生と読書」を考える会　　「学生読書調査」

　　　　　　　　　　　　　　　　19981998　中国、四国地方で私立大学対象に実施より　）　中国、四国地方で私立大学対象に実施より　）

　　　　　　　　



読書調査の分析　１読書調査の分析　１

娯楽・趣味・レジャー目的の読書？娯楽・趣味・レジャー目的の読書？

読書の目的

「研究・教養・知識」 「楽しみや夢・気分転換・

　　　　　　　人生の生きる糧」

１．５倍

前掲　「学生読書調査」より



読書調査の分析　２読書調査の分析　２

�� 本の入手先（複数回答）本の入手先（複数回答）

　　大学図書館３３％　　大学図書館３３％

　　書店古書店　　書店古書店65.265.2％％

　　公共図書館　　公共図書館13.313.3％％

　　　　　　図書館を活用せず、自分で購入　　　　　　図書館を活用せず、自分で購入

前掲　「学生読書調査」より



調査分析の結論調査分析の結論

�� 現代の学生は「娯楽・趣味・レジャー目的の読現代の学生は「娯楽・趣味・レジャー目的の読
書」にたいする読書要求が半数以上をしめ、こ書」にたいする読書要求が半数以上をしめ、こ
れを大学図書館以外で充足している。れを大学図書館以外で充足している。

�� この読書要求に大学図書館が応えることによこの読書要求に大学図書館が応えることによ
り、利用を促進する効果が見込める。り、利用を促進する効果が見込める。

�� 書評本などの親しみやすい読書を契機とし読書評本などの親しみやすい読書を契機とし読
書力を育て、徐々に学術的を利用をはかる。書力を育て、徐々に学術的を利用をはかる。



新聞掲載書評新聞掲載書評

�� 市民向けで親しみやすい市民向けで親しみやすい

�� 百人近い多数の有力書評家百人近い多数の有力書評家

�� 年間約年間約15001500冊（朝日、毎日、読売、日経）冊（朝日、毎日、読売、日経）

�� 幅広い分野から選定幅広い分野から選定

�� 話題性が高く、目にしやすい話題性が高く、目にしやすい

�� 週ごとに定期的に掲載され、更新頻度が高い週ごとに定期的に掲載され、更新頻度が高い



新聞書評本の一括購入新聞書評本の一括購入

�� ４新聞の書評点数は１年間で４新聞の書評点数は１年間で1,5001,500冊程度冊程度
　必要予算を４００万と計算し計上した　必要予算を４００万と計算し計上した

�� 新聞掲載からなるべく早い利用開始新聞掲載からなるべく早い利用開始

�� WebWeb上の書評を活用して広報の効果を上げる上の書評を活用して広報の効果を上げる

�� 図書館のイメージ向上を目指す図書館のイメージ向上を目指す

　　　　　　　　　　　（読みたい本がある図書館）　　　　　　　　　　　（読みたい本がある図書館）



掲載から利用開始までの流れ掲載から利用開始までの流れ

Web上で発注 

受入・整理 

配架・利用開始 

 

納品 

 

書評掲載 

 

掲載日（日曜）

火曜日　午後

（昼頃にWeb上に書評が掲載される）

翌週中頃

２～３日（優先的に処理）

掲載日から、おおむね１４日以内



オンライン発注ツールの選定オンライン発注ツールの選定

�� 業務の効率化を図り、資料を迅速に提供業務の効率化を図り、資料を迅速に提供

　　　　　　　　　　　　（可能な限り自動化をはかる）　　　　　　　　　　　　（可能な限り自動化をはかる）

�� 印刷媒体、メール、オンライン書店などを比較検討印刷媒体、メール、オンライン書店などを比較検討

　　オンライン系オンライン系　　

　　　　Book Web ProBook Web Pro（（紀伊国屋）紀伊国屋）

　　　　PLATONPLATON（（紀伊国屋）紀伊国屋）

　　　　KNOWLEDGE WORKERKNOWLEDGE WORKER（（MARUZENMARUZEN））
　　　　ToolTool　　II（（TRCTRC）　）　



Book Web PROBook Web PRO



新聞書評一覧画面新聞書評一覧画面



新聞新聞66紙書評掲載本書棚紙書評掲載本書棚



書評掲載本詳細表示書評掲載本詳細表示



仮発注指示商品仮発注指示商品確認画面確認画面



図書システム上での登録処理図書システム上での登録処理



書評本発注を行うにあたって書評本発注を行うにあたって

　　　当初の計画では、迅速な提供を重視した　　　当初の計画では、迅速な提供を重視した
ため、原則として新聞書評欄で紹介された図ため、原則として新聞書評欄で紹介された図
書の全てを無条件で発注する考えでいたが、書の全てを無条件で発注する考えでいたが、
実際には複本や購入に疑問のある資料（「タ実際には複本や購入に疑問のある資料（「タ
レント本」「写真集」「マンガ」）などがあったたレント本」「写真集」「マンガ」）などがあったた
め、担当者のチェック後に発注することに変め、担当者のチェック後に発注することに変
更した。（冊数的にはごく少ない）更した。（冊数的にはごく少ない）

　　　時間的なロスはほとんど無い。　　　時間的なロスはほとんど無い。



整理から利用開始まで整理から利用開始まで

��可能な限り優先処理して整理可能な限り優先処理して整理

　　　　　　　　　　　　（表紙カバーは展示へ）（表紙カバーは展示へ）

�� 資料の利用開始資料の利用開始

　　　　書評本新着棚（新設）へ配架　　　　書評本新着棚（新設）へ配架

　　　　　　　　１週間後に一般書架へ配架　　　　　　　　１週間後に一般書架へ配架

　　　　　　　　　　（貸出　　　　　　　　　　（貸出 →→返却後は通常配架）返却後は通常配架）



新着書評本の広報新着書評本の広報

１．図書館ホームページに書店１．図書館ホームページに書店WebWeb上の一覧を上の一覧を

リンクリンク

２．２．WebWeb上の一覧（表紙画像付）を入荷予定とし上の一覧（表紙画像付）を入荷予定とし

て印刷して展示て印刷して展示

３．利用開始した資料の表紙カバーを展示３．利用開始した資料の表紙カバーを展示

４．資料は新着書評本棚に配架４．資料は新着書評本棚に配架

５．展示を終了した一覧（２のもの）はファイリン５．展示を終了した一覧（２のもの）はファイリン
グして保存・公開グして保存・公開



①．①．ホームページにホームページにWebWebの一覧をリンクの一覧をリンク

　図書館Webペー
ジの新聞書評本
の紹介ページか
ら書店の書評ペー
ジへリンク

＊リンク許諾済

＊書店Webの　　　
　　　　　　　　　　　　
　　　　　メニューで
あることを明記



②．一覧（表紙画像付）を印刷して展示②．一覧（表紙画像付）を印刷して展示

新聞毎に火曜日午後に印刷。購入しない資料もあり



③．表紙カバーを展示③．表紙カバーを展示

表紙カバーをロビーに約一週間展示表紙カバーをロビーに約一週間展示

　　　　　　　　　　　　　　　次週掲載分と交代　　　　　　　　　　　　　　　次週掲載分と交代



④．新着書評本棚に配架④．新着書評本棚に配架

�� 新着分は書評本新着分は書評本

　　　コーナーへ配架　　　コーナーへ配架

�� 翌週以降は、翌週以降は、

　　　一般書架へ移動　　　一般書架へ移動

�� サービスカウンター正サービスカウンター正
面に位置面に位置

�� 表紙カバーのファイル表紙カバーのファイル



⑤．印刷した一覧はファイリング⑤．印刷した一覧はファイリング

１年分を一冊のファイルブックに保存し公開



⑥．展示コーナー（玄関ロビー）全景⑥．展示コーナー（玄関ロビー）全景

本館入り口より展示コーナーを望む



書評本購入と並行して行ったこと書評本購入と並行して行ったこと

�� 館内掲示の工夫（カラープリンター・コピー機）館内掲示の工夫（カラープリンター・コピー機）

�� WebWebの積極的活用の積極的活用

�� 図書館ガイダンスのさらなる充実図書館ガイダンスのさらなる充実

�� 館員による分野ごとの選書館員による分野ごとの選書

�� 文献複写の迅速化文献複写の迅速化

�� 多言語対応（中国語図書のシステム入力）多言語対応（中国語図書のシステム入力）

　　　　　　常に　　　　　　常に利用者を意識した業務を心がける利用者を意識した業務を心がける



書評本　実績一覧　書評本の処理書評本　実績一覧　書評本の処理
量量

20172017154015403.7%3.7%3,762,684 3,762,684 20022002

753753144514453.3%3.3%3,339,234 3,339,234 20012001

貸出総数貸出総数購入冊数購入冊数予算比率予算比率書評本購入費書評本購入費　　



貸出冊数の推移（学生の総貸出冊数）貸出冊数の推移（学生の総貸出冊数）

5.3冊/人→　7.8冊/人へ向上

貸出率 　冊数／人
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書評本　実績比較（延べ貸出回数）書評本　実績比較（延べ貸出回数）

0
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書評本 選定図書 新書 指定図書

2001/09～2003/05に購入した資料対象とし、

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　種別ごとに貸出回数を集計



書評本　実績比較（貸出実績率）書評本　実績比較（貸出実績率）

0%
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書評本 選定図書 新書 指定図書

2001/09～2003/05に購入した資料を対象とし、

　　　　　　　　　　　一回でも利用があった資料の割合の集計



書評本一括購入の評価書評本一括購入の評価

�� 書評本の利用が突出して良いとは言い切れない書評本の利用が突出して良いとは言い切れない

�� 全体としての利用（貸出等）は明らかに向上した全体としての利用（貸出等）は明らかに向上した

�� 今回の書評本一括購入では予算上の負担は低い今回の書評本一括購入では予算上の負担は低い

　　　　　　書評本一括購入を契機としての図書館全体での利用向書評本一括購入を契機としての図書館全体での利用向

上への取り組みが効果的であった。上への取り組みが効果的であった。

　　　図書館職員の出版動向への興味は高まり、業務への意欲　　　図書館職員の出版動向への興味は高まり、業務への意欲
も向上。多くの職員が利用者を意識して業務に取り組むようも向上。多くの職員が利用者を意識して業務に取り組むよう
に変化した。に変化した。



２．大学図書館Ｗｅｂの
　　　　　　　ユニバーサルデザイン化

� Web利用の一般化
� Webサイトの肥大化
� Web利用者の拡大

よ り 利 用 し や す い 　 　 　

W e b デ ザ イ ン へ の 要 望



ユニバーサルデザインの概念

　　　あらゆる人～男性も女性も、障害のある人もない人
も、外国人も妊産婦も、子どもも高齢者も～にとって
使いやすいように製品、建物、環境をデザインするこ
とです。バリアフリーよりも広義で、特定の人のため
の特定のデザインではなく、はじめから多くの人が使
いやすいことを考慮し、デザインされるべきであるとい
う考えです。

内田洋行　ユニバーサルデザイン

　 （http://www．uchida．co．jp/universal-design/index．html）



ユニバーサルデザインの７原則　　　　
　　

1.誰にでも公平に使用できること
2.使う上での自由度が高いこと
3.使い方が簡単で直感的にわかること
4.必要な情報がすぐ理解できること
5.うっかりミスや危険につながらないデザインであ
ること

6.無理な姿勢をとることなく、少ない力でも楽に使
用できること

7.利用しやすい空間と大きさを確保すること
ロナルド・メイス　（ノースカロライナ州立大学）



Webユニバーサルデザインの２要素

�ユーザビリティ
� 誰にとっても使いやすい

　（特定の利用目的を達成するための効率、検索効率）

�アクセシビリティ
� 誰でも使える

　（障害の有無や年齢、性別等によらない利用可能性）



ユーザビリティの必要性

� コンテンツの増加
� サイト内の情報の検索が困難に

� 日々の更新によるWebの増改築
� サイト構造の複雑化、矛盾の発生、検索が困難

� 外部サイトへのリンクの多用
� リンク集が使いにくく

� 制作者とユーザの要望が隔離
� 見せたい情報と見たい情報のズレ

　　　　　　　　
　　　　　　　　必要な情報が見つからない、見つけづらい



ユーザビリティの一般原則

� ・ホームページの目的が明確に伝わること

� ・トップページでＷｅｂサイトの全体像が把握で
きること

� ・統一されたデザインやページ構成

� ・情報の適切な配置

� ・次に何をすれば良いのかわかりやすいこと

� ・操作後に予想通りの反応がおこること



確認するべきこと

� さまざまなインターネット環境への配慮

� 回線速度の遅い環境への配慮

� 異なるＯＳでの動作の検証

� 異なるブラウザでの動作の検証

� Java、ActiveX関連機能の使用について
� PDA、ケータイ端末等への対応



アクセシビリティのJIS規格発効

JIS規格
� 通称ウェブコンテンツJIS　（2004年６月発効）
【X 8341-3　　高齢者・障害者等配慮設計
　指針ー情報通信における機器ソフトウェア

　及びサービスー第３部：ウェブコンテンツ】
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

� 自治体・公共機関・公共性の強い企業に求めら
れる指針　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　



アクセシビリティ（ 視覚障害向け）

� 厳守事項
� 説明文を左、画像を右に
� 画面上に表示されず、ホームページ読み上げソフトに認識されるための工夫
� テーブル構造は多用しない
� 英単語は小文字で表記する
� 取り消し線の使い方について
� 誤読されないための工夫について
� 様々な技術を使用したホームページを作成する際の配慮

� 推奨事項）
� フレーム機能は基本的に使用しない
� 画像には必ず<ALT>タグで説明を付ける
� クリッカブルマップには文字リンクを併記



３．ミニ・サーチエンジンの活用３．ミニ・サーチエンジンの活用

�� WebWeb上のネットワーク系情報は増大する一方で上のネットワーク系情報は増大する一方で
あり、大学図書館あり、大学図書館WebWebのリンク集は登録件数がのリンク集は登録件数が

増加し利用に困難を生じている。増加し利用に困難を生じている。

�� リンク集をサーチエンジン化することによって、ディリンク集をサーチエンジン化することによって、ディ
レクトリおよびキーワードによる検索を可能とすレクトリおよびキーワードによる検索を可能とす
る。る。

�� 学生・研究者の情報探索の便宜を図り、各種情学生・研究者の情報探索の便宜を図り、各種情
報源へのポータルサイト化を目指す。報源へのポータルサイト化を目指す。



リンク集　分野別に整理した事例リンク集　分野別に整理した事例

関西大学図書館　ネットワーク情報資源



リンク集　図書館学関係での事例リンク集　図書館学関係での事例

インターネットと図書館 （大原　寿人）



ミニ・サーチエンジンの特徴ミニ・サーチエンジンの特徴

�� PCPCサーバ機、フリー・シェアウェアサーバ機、フリー・シェアウェアCGICGI (Mini (Mini 
SearchSearch、、よみサーチよみサーチ 等等))を利用するため安価を利用するため安価

�� 情報の追加・更新が手軽情報の追加・更新が手軽

�� 学生・研究者の検索行動に即した分野（ディ学生・研究者の検索行動に即した分野（ディ
レクトリ）の構成を採用レクトリ）の構成を採用



検討事項検討事項

�� ディレクトリ構造ディレクトリ構造
NDCNDC分類等のこだわらず、利用者の検索行動に即分類等のこだわらず、利用者の検索行動に即たた
分類分類

�� 登録するキーワード登録するキーワード
利用対象者を意識して利用対象者を意識して

�� 紹介文の量と記述基準紹介文の量と記述基準
記述モデル・パターンを作成記述モデル・パターンを作成

�� デザインデザイン
ウェブユーザビリティウェブユーザビリティを重視を重視

�� 登録対象の絞り込み登録対象の絞り込み
収録リソースの選定基準収録リソースの選定基準



ミニ・サーチエンジンの先行事例ミニ・サーチエンジンの先行事例

インターネット学術情報インデックスインターネット学術情報インデックス
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（東京大学図書館）（東京大学図書館）

信頼性の高い学術情報リソー
スを収集

日本十進分類に準じた分類

書誌記述はNII（メタデータベー
ス、WebCAT）に準拠



収録リソース選定の基準収録リソース選定の基準

インターネット学術情報インデックスにおける収集の目安インターネット学術情報インデックスにおける収集の目安

�� 内容が学術的で、研究・教育に有用である。内容が学術的で、研究・教育に有用である。
�� 信頼性の高い学術情報源である。（典拠などが明示されている等）信頼性の高い学術情報源である。（典拠などが明示されている等）
�� 継続的に、安定した運営がおこなわれている。継続的に、安定した運営がおこなわれている。
�� 量的にある程度充実している。量的にある程度充実している。
�� 複数の学術情報機関からリンクされている。複数の学術情報機関からリンクされている。
�� 大学、研究機関、学会、学術出版者が運営している。大学、研究機関、学会、学術出版者が運営している。

�� 企業体のサイトの場合、営利性が低く、内容が研究・教育を中心として企業体のサイトの場合、営利性が低く、内容が研究・教育を中心として
いる。いる。

�� 個人のページの場合、更新頻度が高く、内容が学術的である。個人のページの場合、更新頻度が高く、内容が学術的である。
�� 個人および特定の団体を喧伝するサイトでない。個人および特定の団体を喧伝するサイトでない。

�� 作者あるいは情報ソースが明示されている（匿名サイトはなるべく採用作者あるいは情報ソースが明示されている（匿名サイトはなるべく採用
しない）。しない）。 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　



図書館学サーチエンジン図書館学サーチエンジン
（昭和女子大学）（昭和女子大学）

�� 図書館学関連図書館学関連

�� 関連資格・検定関連資格・検定

�� 就職情報就職情報

�� ネットワークに適応ネットワークに適応

�� 複数の分野へ登録複数の分野へ登録

��学習・研究上の実用性学習・研究上の実用性



必要なハードとソフト必要なハードとソフト

�� フリーウェアのフリーウェアのCGICGIソフトを使用ソフトを使用

�� OSOS　　LinuxLinux
�� サーバ機能　サーバ機能　WebWebサーバ、サーバ、CGICGIサーバサーバ

�� パソコンレベルの機材を使用パソコンレベルの機材を使用
�� 追加追加 バックアップ装置、無停電電源等バックアップ装置、無停電電源等

　　　　　　　　



参考資料（１）　参考資料（１）　

�� 桜美林大学図書館ホームページ　桜美林大学図書館ホームページ　
http://www.obirin.ac.jp/unv/tosho/index.htmlhttp://www.obirin.ac.jp/unv/tosho/index.html
　　
�� 石川　亮石川　亮““「生涯いつでも豊かな読書」の活動へ大学「生涯いつでも豊かな読書」の活動へ大学
図書館も参加を図書館も参加を””「大学と学生」「大学と学生」447447　　2002.3 2002.3 p52p52～～
58 58 　　

�� 渡辺健一郎渡辺健一郎““大学生と読書大学生と読書””「私立大学図書館協会「私立大学図書館協会
会報」会報」112112　　1999.7 1999.7 p145p145～～158158



参考資料（２）参考資料（２）

�� 「ウェブ・ユーザビリティ―顧客を逃がさないサイトづくりの秘訣」　「ウェブ・ユーザビリティ―顧客を逃がさないサイトづくりの秘訣」　 ヤコブヤコブ ニールニール
センセン （著）、（著）、篠原篠原 稔和（訳）　エムディエヌコーポレーション／稔和（訳）　エムディエヌコーポレーション／20002000年年88月発行月発行

�� 「標準ウェブユーザビリティ辞典」　「標準ウェブユーザビリティ辞典」　 ソシオメディアソシオメディア((著著))　　インプレス／　　インプレス／2003.042003.04

�� 「ここから始める「ここから始めるWebWebアクセシビリティアクセシビリティ 誰もが使いやすいホームページの作り方」誰もが使いやすいホームページの作り方」
著編者著編者ユーディット（編）、ユーディット（編）、 浜田浜田 英雄　ぎょうせい／英雄　ぎょうせい／2004.062004.06

�� 書名書名 WebWebアクセシビリティアクセシビリティJISJIS規格完全ガイド規格完全ガイド 自治体･公共機関･企業のためのバ自治体･公共機関･企業のためのバ
リアフリーなリアフリーなWebWebサイトの作り方」　アライド･ブレインズサイトの作り方」　アライド･ブレインズ; ; 安藤安藤 昌也（編著）昌也（編著） 日経日経BPBP
／／ 2004.07  2004.07  
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